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 途中入園のＢ児は、入園してから園庭や隣接する自然林での虫捕りを継続して楽しんでいた。 
 ある日、林でバッタを捕まえたＢ児は、そのバッタを大切そうに虫かごに入れ、保育者の所に持ってきた。

２年保育５歳児 
    

幼児の姿 保育者の見取り・願い 援助・環境構成 
・「先生、バッタって何を食べるんだろう？」 
 
・すぐに図鑑を探しに行くが、バッタの食べ
るものについて載っている図鑑はなかっ
た。「先生、（図鑑）なかったよ。」 
・「捕まえたバッタ、家に持って帰ってもい
い？」 
 
＜翌日＞ 
・朝、登園すると、保育者の近くを紙片を持
ってウロウロしているＢ児。 
・持っていた紙片を保育者に見せる。昨日の
降園時、地域の図書館に寄って図鑑を借り、
そこに載っていた昆虫ゼリーの作り方を、
Ｂ児は自分で書き写して持ってきていた。 
 
・保育者の話を聞いたＣ児とＤ児が協力して
くれることになり、Ｂ児も気持ちが盛り上
がっていった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・Ｂ児「果物がないけど、何を使ったらいい
かな？」 
・Ｂ児、Ｃ児、Ｄ児の３人が賛成し、Ｃ児と
Ｄ児が桑の実を集めに行く。 
 
・Ｃ児とＤ児はすぐにたくさんの桑の実を持
って帰ってきた。 
・洗った桑の実を、鍋に入れて煮る様子をじ
っと見ているＢ児。鍋が熱いので、中身を
かき回すのは保育者の役目だが、鍋をのぞ
き込むようにして見ている。 
・甘酸っぱいにおいを漂わせて、ゼリーの完
成。小瓶に入れて、冷蔵庫で冷やし、早速、

・本児なりに捕まえたバッ
タのために考えている
ようだ。 
・残念そうである。あきら
めきれない様子が見ら
れる。 
・飼育するつもりだろう
か？何か、本児なりの考
えがあるのだろうか？ 
 
・保育者に何かを言いたそ
うにしている。 
・とても丁寧に書いてあ
る。字を書くことにあま
り自信のないＢ児であ
るが、図鑑をそのまま模
写してしっかりと書い
ていることに感動する。
この強い思いを一緒に
実現してあげよう。 
実現してあげよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・幼稚園で手に入るものを
使って作ったら面白そ
うだ。 
・Ｃ児とＤ児も、Ｂ児の考
えの面白さに、共感した
ようだ。とても楽しそう
に、桑の実取りに出かけ
たぞ。 
・Ｂ児も桑の実を見て嬉し
そうである。 
 

・「う～ん、先生もわからな
いなぁ。絵本の部屋に、図
鑑があるから調べてみた
ら？」と、図鑑について知
らせる。 
・大事に飼育することを約束
し、また、保護者にも今日
のいきさつを知らせて、バ
ッタを持って帰らせる。 
 
・「どうしたの？」と声をか
ける。 
・「すごいね、Ｂ児君。これ
なら作り方もばっちりわ
かるね」と認め、「一緒に
作ろうか？」と誘いかけ
る。また、他の幼児にもＢ
児の考えていることを知
らせ、力を貸してくれるよ
うにお願いする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「（園に隣接する）林の桑の
実も甘いよ。それを使って
みたら？」 
・Ｃ児とＤ児に桑の実取りは
任せ、Ｂ児と一緒に電熱器
と鍋、砂糖などを用意す
る。 
・早速３人と一緒に作ること
にする。 
・保育者も３人と一緒に、楽
しみながら桑の実を煮込
んでいく。 
 

昆虫ゼリーを作りたい 
           札幌市立手稲中央幼稚園（北海道札幌市）      [５歳児] 
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バッタの入っている虫かごに入れてみる。 
・Ｂ児「・・・。食べないね。どうしてかな？」
「砂糖が足りなかったのかな？」「まだゼリ
ーが熱いん 
じゃない？」 
とＢ児なりに 
考える。 

・「バッタはこれを絶対に
食べるはず」という気持
ちで保育者の手元を見
ているようだ。Ｂ児の気
持ちが保育者にも伝わ
ってくる。 
・Ｂ児の予想と違って、バ
ッタはなかなかゼリー
のところまでは行かな
い。その原因を、Ｂ児な
りにいろいろと考えて
いるようだ。 

 
 
・Ｂ児の頑張りを認め、「き
っと食べるよ。みんなが見
ていない時に食べるんじ
ゃない？」と話し、Ｂ児と
一緒にバッタが食べない
ことについて一緒に考え
る。 

 ＜考察＞ 
  ・ Ｂ児の「知りたい」という思いとその思いの強さを、ゼリー作りという一つの遊びにつなげていく

ことができたことは良かった。思いや考えを一緒に実現していくことで、さらに考えようとするＢ児
の姿につながった。 

  ・ 子どもたちにとって身近な「桑の実」という材料も、Ｃ児やＤ児がすぐにイメージをもてたように、
この遊びの一つのポイントである。「自分たちの力」で材料を揃えたり、身近な素材を使って作ったり
できることが、遊びの面白さを高め、自然物に対する興味をさらに高めている。 

 
[まとめ] 
  幼児は、自然物と触れたりそれらを遊びの中に取り入れ実際に体験する中で、様々な不思議さを味わい、
経験を積み重ねている。 
この経験は、一度きりの経験ではなく、それぞれが関連づいていることもわかる。幼児の言葉や気持ち、
行動を保育者が見取り、それを関連付けた経験を保育者の援助によって展開している。こうした遊びや生
活を通した経験の連鎖の中で、幼児は自ずと考え、試行錯誤し、更に考えるといったことを積み重ねてい
るのである。これは幼児期に育みたい思考力の芽生えと大きくつながると考える。 
また、自然のものの不思議さは、幼児の心を動かす要素をたくさんもっていることもわかった。それは
身近な存在ではあるが、大人でもわからないことがたくさんあるということも幼児の心を動かすのである。
保育者が一緒になって考えたり、友達と一緒に試行錯誤したりすることが、もっと「知りたい」という思
いを増幅させ、知る喜びを高めていくのだろう。 
自然物に対する幼児の「不思議を感じる心」と、それを遊びや生活に取り入れる保育者の「知」のかか
わりによって、幼児はより深い「科学する心」を体験することになる。そして、その体験を相互に関連さ
せることが科学する心を育てることにつながると考える。 
 
 
 みどころ 
 飼育するには餌が必要なことは、幼児でもイメージできることですが、虫のいる幼稚園だけでなく、
家庭という場面が変わった所でも調べていることから、虫への思い“科学する心”が伝わってきます。
 また、餌を自分たちで作ろうとすることから、“科学する心”が意欲や行動に結び付き、更に育まれ
ることがわかります。 


